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≪著 書≫

濱田 康行 『北の起業学――成長４社の軌跡』

（佐藤孝一と共著）共同文化社 ２２３

頁 ２００５年１２月

春日部光紀 『企業会計の歴史的諸相――近代会

計の萌芽から現代会計へ』（村田直

樹と共編著）創成社 ２１９頁 ２００５

年１０月

久保 淳司，米山 祐司『テキスト 新企業会計』

（早川 豊・ほかと共著）同文舘 viii，

２０９頁 ２００５年１０月

丸田 起大 『フィードフォワード・コントロー

ルと管理会計』同文舘 １７９頁

２００５年１０月

Fumikazu YOSHIDA, The Cyclical Economy of

Japan , Hokkaido University Press,

１３９p., ２００５. ７

吉見 宏 『監査期待ギャップ論』森山書店

１７７頁 ２００５年３月

≪論文・研究ノート等≫

相原 基大 「業績評価システムのチェンジ研

究：知見と課題」（近藤隆史・ほか

と共著）『経営と経済』（長崎大学）

８５（３／４） ５２２‐５４６頁 ２００６年２月

濱田 康行 「北海道経済と創造性」『ほっかい

どう政策研究』１５ １－８頁 ２００５

年３月

「協同組織金融機関の現代的意義を

考える」『農林経済』９６８７ ２－５頁

２００５年４月

「北海道地域経済の活性化」『地域と

農業』５９ ６－３６頁 ２００５年６月

「規制緩和とビジネスチャンス――

中小企業振興への課題」『商工金

融』５５（７） ５－１９頁 ２００５年７月

「協同組織の存在意義・再考」『生活

協同組合研究』３５７ １８－２５頁

２００５年１０月

「直接金融時代と地方証券市場の役

割」（中村宙正と共著）『証券アナリ

ストジャーナル』４３（１１）１２９－１４０

頁 ２００５年１１月

「政策金融機関は本当にいらないの

か」『月刊金融ジャーナル』４７（２）

２７－３１頁 ２００６年２月

長谷川 光 「貧困尺度の理論的基礎について―

アンケート調査による分析」（上田

和宏と共著）『日本福祉大学経済論

集』 ３１ １－１９頁 ２００５年８月

「日本における家計内分配指標の計

測」（森 邦恵，諏訪竜夫と共著）『經

濟學研究』（北海道大学） ５５（３）

５５－６７頁 ２００５年１２月

橋本 努 「社会の発展は自生化主義で見よ」

『理戦』８０ １２４－１４５頁 ２００５年４月

「自己所有権型リバタリアニズムの

批判的検討」『法哲学年報』２００４

有斐閣 １８－２９頁 ２００５年９月

平本 健太 「情報システム活用による競争優位

の実現に向けて――追加データにも

とづく予備的分析」『經濟學研究』

（北海道大学） ５５（２） １３－２５頁

２００５年９月

「情報システム有効性の規定因」

同上誌 ５５（３） １７－３２頁 ２００５年

１２月

肥前 洋一 「取引数量制限が価格と社会的余剰

に与える影響：理論と教室実験」

『經濟學研究』（北海道大学） ５５（３）
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６９－７９頁 ２００５年１２月

Jun-ichi ITAYA,“Do Distortionary Taxes Al-

ways Harm Growth?”co-authored

with Tetsugen Haruyama, Journal

of Economics, ８７（２）, pp.１６１７－１７３４,

２００６. ２（On-line）

Yoshihide KAKIZAWA,“Bahadur Exact Slopes

of Some Tests for Spectral Densi-

ties,”Journal of Nonparametric Sta-

tistics , １７（６）, pp. ７４５-７６４, ２００５. ９

“Bernstein Polynomial Estimation

of a Spectral Density,”Journal of

Time Series Analysis , ２７（２）, pp.

２５３-２８７, ２００６. ３

蟹江 章 「内部統制議論の変遷と課題」『企業

会計』５７（３）１８－２５頁 ２００５年３月

「ゴーイング・コンサーン注記にお

ける「経営計画等」に関する情報開

示」『週刊経営財務』 ２７１８ ２４－２８

頁 ２００５年４月

“Activisme des actionnaires et re-

sponsabilit�sociale de l’entreprise

au Japon,”co-authored with Bruno

Amann, et.al., Ebisu : Etudes ja-

ponaises, ３３, pp. １５３－１７１, ２００５. ５

「フランスにおける独立性規制」川

北 博編著『新潮流監査人の独立性』

同文舘 １７９－１８７頁 ２００５年７月

「チュニジアのプラン・コンタブ

ル」野村健太郎編著『プラン・コン

タブルの国際比較――勘定体系から

考える会計の国際的統一問題』中央

経済社 １６８－１７７頁 ２００５年７月

「財務報告に係る内部統制の評価及

び監査における内部監査の役割」

『月刊監査研究』 ３１（１２） １－８頁

２００５年１１月

�渡 興� 「マルクス所有論の基本構成――所

有とは領有（＝取得）の過程におけ

る社会的関係である」『研究彙報』

（東京大学東洋文化研究所）１０１７－

３１頁 ２００５年９月

Toshikazu KIMURA,“A Pincer Randomization

Method for Valuing American Op-

tions,”co-authored with Takeyoshi

Suzuki, 「確率化法によるエイジア

ン・オプションの価格評価」（菊地一

哲と共著）, 「閉鎖型待ち行列ネッ

トワークに対する高速近似解法」

（森岡和行と共著）『京都大学数理解

析研究所講究録』（不確実性科学と

意思決定の数理と応用）１４５７ ２７－

３５，３６－４３，５４－５９頁 ２００５年１１

月

“Monte Carlo Analysis of Con-

vertible Bonds with Reset Clauses,”

co-authored with Toshio Shino-

hara, European Journal of Opera-

tional Research , １６８（２）, pp. ３０１－

３１０, ２００６. １

小島 �光 「NPO 法人のガバナンス」『非営利

法人研究学会誌』 ７ １－１３頁

２００５年８月

「協働の窓モデル」『經濟學研究』

（北海道大学） ５５（４） １１－３０頁

２００６年３月

小山 光一 「医療市場のモデル分析」『經濟學研

究』（北海道大学） ５５（２） １－１２頁

２００５年９月

久保 淳司 「１株当り利益と損益計算書の融合

までの過程」『經濟學研究』（北海道

大学） ５５（１） ４９－７１頁 ２００５年

６月

「１株当り利益の会計数値化」 同上

誌 ５５（２） ４１－６４頁 ２００５年９月

Noritaka KUDOH,“Monetary Policy Arithme-

tic for a Deflationary Economy,”

Economics Letters , ８７（２）, pp. １６１-

１６７, ２００５. ５

「インフレーションと資本蓄積」『經

�
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濟學研究』（北海道大学）５５（４）６５－

７７頁 ２００６年３月

宮本 謙介 「上海市の日系企業と労働市場――

再訪 SB 社の事例分析」『經濟學研

究』（北海道大学） ５５（１）１－１３頁

２００５年６月

「タイ日系企業の労働市場――バン

コク首都圏の事例分析」同上誌 ５５

（３） １－１５頁 ２００５年１２月

内藤 隆夫 「工場制の定着――第一次大戦前期

日本の石油精製業」岡崎哲二編『生

産組織の経済史』 東京大学出版会

７５－１０９頁 ２００５年９月

Makoto NISHIBE, “The Theory of Labour

Money: Implications of Marx’s

Critique for the Local Exchange

Trading System（LETS）,”Hiroshi

Uchida（ed.）, Marx for the２１st Cen-

tury, Routledge, pp.８９－１０５,２００５.９

“The Socio-economics of Institu-

tions and Evolution,” co-authored

with Hiroyasu Uemura, Evolution-

ary and Institutional Economics Re-

view（EIER）,２（１）, pp.１－５,２００６.２

「地域通貨を活用する地域ドック―

苫前町地域通貨の流通実験報告から」

地方自治研究機構編『地域政策研

究』 ３４ ４０－５６頁 ２００６年３月

「地域通貨流通ネットワーク分析」

（吉地 望と共著）『進化経済学論集』

１０ ３１７－３２６頁 ２００６年３月

「地域通貨の政策思想」同上誌３３７－

３４６頁 ２００６年 ３月

岡田美弥子 「マンガビジネスの成長要因」『赤門

マネジメント・レビュー』 ４（７）

３３７－３４１頁 ２００５年７月

Hiroshi ONO,“Intra-Industry Trade and FDI

under Oligopoly Trade Patterns

and Trade Policies,” co-authored

with Colin Davis, Economic Jour-

nal of Hokkaido University , ３４, pp.

１３７-１６０, ２００５. ７.

坂川 裕司 「小売業態開発のマネジメント――

店舗組織と多店舗組織におけるト

レードオフ」『經濟學研究』（北海道

大学）５５（２）２７－３９頁 ２００５年９月

櫻田 譲 「中小閉鎖法人における役員報酬の

決定要因について」『會計』１６８（４）

５３１－５４０頁 ２００５年１０月

佐々木憲介 「W. カニンガムにおける理論と歴

史」『經濟學研究』（北海道大学）５５

（４） ４３－６４頁 ２００６年３月

関口 恭毅 「『情報品質保証』の研究について」

『第５０回オフィス・オートメーショ

ン学会全国大会予稿集』（北海道工

業大学） １０－１３頁 ２００５年５月

「情報品質保証研究の意義と現状」

『第５１回オフィス・オートメーショ

ン学会全国大会予稿集』（大阪成蹊

大学） ３９－４２頁 ２００５年１１月

「実体――関連概念の拡張によるス

ケジューリング問題記述の特徴と応

用」（向原 強，鮑 金源と共著）『日本

オペレーションズ・リサーチ学会和

文論文誌』４８ ６６－８４頁 ２００５年

１２月

園 信太郎 「サヴェジ基礎論の第４章につい

て」『經濟學研究』（北海道大学）５５

（１）１５－３３頁 ２００５年６月

鈴木 輝好 「保険会社のデフォルトを考慮した

企業年金保険の価格付け」『日本保

険・年金リスク学会誌：ジャリップ

ジャーナル』１（１） ３－２２頁 ２００５

年９月

Yoshihiro TANAKA, “On the Existence of

Duality Gaps for Mixed Integer

Programming,” International Jour-

nal of Systems Science , ３６（６）pp.

３７５－３７９, ２００５. ５

H. J. Ricardo,“Goldbach’s Conjec-

�
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ture Implies Bertrand’s Postu-

late,”submitted to The American

Mathematical Monthly , １１２（６）, p.

４９２, ２００５.

谷口 勇仁 「企業の社会的責任論への CSP アプ

ローチ――その役割と展開の方向

性」『「企業の社会的責任論」の形成

と展開』ミネルヴァ書房 １９７－２２１

頁 ２００６年２月

内田 和男 「９０年代以降の所得乗数低下につい

て（推論）」『經濟學研究』（北海道

大学）５５（４）１－１０頁 ２００６年３月

米山喜久治 「戦後日本におけるブレーン・ス

トーミングの導入と伝播」日本労務

学会編『日本労務学会第３５回全国

大会研究報告論集』３８７－３９４頁

２００５年７月

Fumikazu YOSHIDA,“The Cyclical Economy

of Japan,” Economic Journal of

Hokkaido University , ３４, pp.１-１３５,

２００５. ７

“Case Studies of Environmental

Politics in Japan,” Environmental

Policy in Japan , eds. by H. Imura,

et . al ., pp. １８５-２１４, ２００５

「公害は科学観にどう影響したか」

（吉田晴代と共著）『科学』 ７５（９）

１０７１－１０７５頁 ２００５年９月

Hiroshi YOSHIMI, “Two Paths but One

Driver?: International Consultants

and Public Sector Accrual Ac-

counting,” co-authored with M.

Christensen, International Trends

and Experiences in Government Ac-

counting , Cappelen Akademisk

Forlag, pp.１３１-１４５, ２００５. ３

「会計プロフェッショナリズムの原

点としての職業倫理」『現代監査』

１５ ６２－６８頁 ２００５年５月

「公的 部 門 の 会 計 監 査 の 課 題」

『JICPA ジャーナル』 １８（３） ８８－

９３頁 ２００６年３月

吉野 悦雄 「モンゴルにおける日本の ODA の

現状と課題」（ジャミヤン・ガンバ

トと共著）『經濟學研究』（北海道大

学） ５５（１） ７３－９３頁 ２００５年６月

「モンゴルにおける税制度と GDP

計算方法」（ジャミヤン・ガンバト

と共著） 同上誌 ５５（４）３１－４１頁

２００６年３月

≪その他≫

濱田 康行 「金融社会主義に向かって進む日

本」『日本人のちから』 １８ １２－１３

頁 ２００５年３月

〔新聞寄稿〕「「苫小牧東部開発」そ

の後」，「成長望めないが地域振興に

一役」『毎日新聞』 ２００５年３月２０

日，５月２２日

〔新聞寄稿〕「ペイオフ全面解禁の衝

撃」『日本経済新聞』 ２００５年３月

２５日

「平成ホリエモン考」，「私たちが“取

り戻すべきもの”」，「金融城下町の

秋」『信用組合』 ５２（５），（６），（１１）

１０－１３，２－３，２－３頁 ２００５年

５，６，１１月

「北海道の地域経済社会の変貌に関

する調査研究」『北海道エンパワー

メント研究会報告書』 １－２，１２３－

１４０頁 ２００５年７月

「苫小牧東部地域開発検討会報告書」

国土交通省 ４１頁 ２００５年７月

「非合理的経済人のすすめ」『北海道

労働委員会月報』 ５０４ ２－３頁

２００５年８月

〔新聞寄稿〕「強まる直接金融――対

応迫られる JA」『日本農業新聞』

２００５年９月１１，１８，２５日

「金融庁が牛耳る中小金融――夏祭
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り参加から企業再生まで強制」『日

経ビジネス』 １３２０ １４２－１４４頁

２００５年１２月

「ミールカード」『農林経済』 ９７５７

１頁 ２００６年２月

『金融時事用語集（２００６年版）』 金

融ジャーナル社 ２００６年２月

橋本 努 「『自由』で『不自由』な社会を読み

解く」（１４－２５）『しゃりばり』５８－

５９，５２－５３，５２－５３，４６－４７，５６－

５７，７２－７３，７４－７５，５２－５３，７４－

７５，５６－５７，５２－５３，５４－５５頁

２００５年５－１２月，２００６年１－４月

〔書 評〕Bruce Caldwell, Hayek’s

Challenge: An Intellectual Biography

of F. A. Hayek ,『経済学史研究』 ４７

（１） １１５－１１７頁 ２００５年６月

〔書評〕「安藤英治〔聞き手〕・亀嶋

庸一〔編〕・今野 元〔訳〕『回想の

マックスウェーバー――同時代人の

証言』」『週刊読書人』 ２６０５ ３頁

２００５年９月２３日

〔書評〕「折原 浩著『学問の未来―

ヴェーバー学における末人跳梁批

判』」『週刊東洋経済』 ５９８５ １４４

頁 ２００５年１０月

Yoichi HIZEN,“Imposing a Lower Bound on

Voter Turnout,”co-authored with

Masafumi Shinmyo, 大阪大学社会

経済研究所 社研セミナー／２００５

１７p., ２００５. ３

春日部光紀 〔教科書〕村田直樹著『簿記の基礎

問題集』（改訂版） 創成社 ８－１５,

４４－４９頁 ２００５年４月

〔教科書〕高梠真一編著『管理会計

入門ゼミナール』 創成社 ８８－１０９

頁 ２００５年５月

丸田 起大 〔書評〕「上埜 進編著『工業簿記・

原価計算演習――理論と計算』」『税

経セミナー』５０（１２）５３頁 ２００５年

８月

〔書評〕「上埜 進編著『管理会計の

基礎――理論と実践』」同上誌 ５０

（１４） １４７頁 ２００５年１０月

西部 忠 『苫前町地域通貨流通実験に関する

報告書』（編著）北海道商工会連合

会 ８８頁 ２００５年３月

「ゲゼル「ロビンソン物語」の問題」

『ニューズレター』アソシエ２１ ７６

２－６頁 ２００５年５月

「人民元と地域通貨」『熱風』スタジ

オジブリ ３（９）４－１３頁 ２００５年９月

〔解題〕「スティーヴ・フリートウッ

ド『ハイエクのポリティカル・エコ

ノミー：秩序の社会経済学』２８９－

３０２頁 ２００６年２月

〔教科書〕「情報と経済」『総合情報

学』放送大学教育振興会 ６３－８６

頁 ２００６年３月

櫻田 譲 「租税訴訟における統計分析活用に

関する一考察――役員報酬の適正額

を巡る租税訴訟を中心として」『中

国税理士会報』５０６ １７－２４頁 ２００６

年３月

園 信太郎 ［研究ノート］「Kolmogorov の三公

理に続くある御きまりの手順につい

て」『經濟學研究』（北海道大学）

５５（４） ９５－９６頁 ２００６年３月

�井 哲彦 「北海道の潜在力を引き出す方策は

手本（アイルランド・ニュージーラ

ンド）がある」『しゃりばり』２８７

２７－２８頁 ２００６年１月

内田 和男 「三位一体改革と北海道」『しゃりば

り』 ２８７ ８－１３頁 ２００６年１月

米山 祐司 「会計の昨日・今日・明日」『経済・

経営学会報』（札幌大学） ２５ １８－

３３頁 ２００５年７月

吉田 文和 「グローバリゼーションと循環型社

会」 J-Mail News Letter １９ １頁

高等法政教育研究センター ２００５年

�
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秋

〔書評〕「八木信一著『廃棄物の行財

政システム』」『書斎の窓』５４５ ６２－

６５頁 ２００５年６月

吉見 宏 〔新聞寄稿〕「アカウンティング・ス

クール」「米空港の大当たり券」「情

報としての車内放送」「万国博は変

わったか」「道の上の道」「違う料理

のラーメン」「学生の新生活」『毎日

新聞』（ハルニレ） ２００５年３月２３

日，４月２０日，６月８日，８月１０

日，１０月１２日，１２月２１日，２００６

年３月１日

〔辞 典 項 目〕「監 査 基 準」「CPA」

「証券取引法」「証券取引法監査」

「短文式監査報告書」「長文式監査報

告書」「適正意見」「不適正意見」

「ヨーロッパ会計士連盟」, 会計学

中辞典編集委員会編『会計学中辞

典』 ２００５年６月

「バスか鉄道か――世界のガイド

ウェイバス」『鉄道ジャーナル』３９

（８） ８６－９０頁 ２００５年８月

〔新聞寄稿〕「世界的に見直される路

面電車」『北海道新聞』２００５年１１

月１９日

≪翻 訳≫

西部 忠 森嶋通夫著『経済成長の理論』（森

嶋通夫著作集３）（Theory of Eco-

nomic Growth）（安冨 歩・ほかと共

訳） 岩 波 書 店 ４０４頁 ２００５年３

月

―――――，佐々木憲介 スティーヴ・フリート

ウッド著『ハイエクのポリティカ

ル・エコノミー：秩序の社会経済

学』（Hayek’s Political Economy : The

Socio-Economics of Order）（原伸子と

共訳）法政大学出版局 xx，３０５，

１５頁 ２００６年２月
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